
日時 ： 2008年7月30日（水）15:00~19:00
会場 ： 帝国ホテル　 桜の間
                東京都千代田区内幸町1-1-1   TEL : 03 ( 3504 ) 1111
                          JR  有楽町駅徒歩5分、新橋駅徒歩7分 /  地下鉄  日比谷駅徒歩3分、
                          銀座駅徒歩5分 ,有楽町駅徒歩7分、内幸町駅徒歩3分
                                                       

主催 ： 経済人コー円卓会議日本委員会
後援 ： 社団法人日本経済団体連合会
            財団法人尾崎行雄記念財団
           NET IMPACT TOKYO
協賛 ： ドイツ銀行グループ
　　　住友スリーエム株式会社

定員 ： 100名  （ 一社あたり3名まで ）
使用言語 ： 日本語・英語
参加申込締切：7月18日（金）            
参加費 ： 無料

 

経営者から見た
CSRとは何か

CSR活動に関する企業の取り組みの輪は年々広がりを
見せ、具体的な成果につながる事例も増加の一途を辿
っています。しかし、経営者自身がCSR活動を進めて
いく際に拠って立つ意識や、関与にあたっての方針・方
法といった、経営者個人の息吹といったものを直接感
じ取る機会は極めて限られているといえるでしょう。
そこで今回、経営の最前線で日頃活躍されている4名の
方々をパネリストとしてお迎えし、実際の企業現場にお
けるCSR活動の実践方法についてお話いただくととも
に、経営者の立場から見た社会的責任とは何かについ
て語っていただきます。また、質疑応答の時間をご用意
いたしました。当日ご出席の皆様とパネリストとの間で、
経営的視点からとらえたCSRについての議論を展開い
たしたいと考えております。
多くの皆様のご参加を心よりお待ち申しております。

FAX : 03 ( 5728 ) 6366
担当 ：石田・鈴木

http://www.crt-japan.jp/

お申し込み・お問い合わせ
CRT日本委員会事務局
TEL : 03 ( 5728 ) 6365

ロバート　W.  クライド

 
中日本高速道路株式会社
　　代表取締役会長
　  

    AIGイースト・アジア・ホールディングス・
                マネジメント株式会社、
        AIGカンパニーズ日本・韓国地域
                   会長兼社長兼CEO　
    

住友スリーエム株式会社
　代表取締役副社長

　     金子　剛一

ドイツ証券株式会社
　   取締役会長

       橋本　徹矢野　弘典



開会挨拶　　橋本  徹 ( CRT日本委員会会長 )　  

　講演 ： CSR経営の実現に向けた 新たな取り組み
　　　　　　　山口  俊宗 （ CRT日本委員会ディレクター ）
   
　パネルディスカッション

                   ＜司会＞ 石田　寛 （ CRT日本委員会事務局長 ）

           ＜パネリスト＞
　 矢野　弘典 （ 中日本高速道路株式会社　代表取締役会長 ）
    ロバート W・クライド （ AIGイースト・アジア･ホールディングス・マネジメント株式会社、
　　　　　　　　　　　　       AIGカンパニーズ日本・韓国地域会長兼社長兼CEO ）

    金子　剛一 （ 住友スリーエム株式会社　代表取締役副社長 ）
    橋本　徹 （ ドイツ証券株式会社　取締役会長 ）

－経営者の立場から見た社会的責任とは何か？－
・企業は誰のものか－ステークホルダーの優先度と経営について
・社会の一員として目指すべき企業のあり方とは何か
・経営判断において自社の社会的責任をどう捉えるか
・何を価値基準において意思決定をしているのか、個人としての目標・心がけているものは何か

　
　レセプション終了

15:30　

15:40

16:10

　17:40　オープンディスカッション

18:00 閉会挨拶

18:10　レセプション開始

19:00

15:00 開場

　経済人コー円卓会議（Caux Round 
Table; CRT）は、1986年にフレデリッ
ク・フィリップス元フィリップス社社長
とオリビエ・ジスカールデスタン元ヨ
ーロッパ経営大学院副理事長が激化
する貿易摩擦の緩和、日米欧間の経
済・社会関係の健全なる発展、その他
の地域に対する共同の責任を果たし
ていくための基盤作りを目的としてス
イスのコーに創設された。
　以来、毎夏、コーまたは他の場所で各
国のビジネスリーダーが集い、企業倫
理や企業の社会的責任を中心に討議
を重ねている。1994年には企業の社
会的責任を盛り込んだ「企業の行動指
針」を策定。これは初めて日米欧の企
業経営者が協働で策定したものである。

経済人コー円卓会議

石田 　寛 （ CRT日本委員会事務局長 ）

CSRセミナーに　　　　　　　　名参加します。



パネリスト　プロフィール

CRT日本委員会専務理事・事務局長、関西学院大学大学院経営戦略研究科　准教授

石田　寛

1966 年生まれ。1990 年日本興業銀行入行。2000 年同行を退職、2004 年経済人コー円卓会議
日本委員会事務局長に就任。2005 年関西学院大学専門職大学院経営戦略研究科経営戦略専攻・
助教授に就任。2006 年 11 月経済人コー円卓会議日本委員会専務理事兼事務局長およびグロー
バル CRT 上級顧問に就任（現職）。同時に大学院等で非常勤講師も務める。2007 年 4月関西学
院大学大学院経営戦略研究科経営戦略専攻・准教授（現職）。

ファシリテーター

1948 年 10 月生まれ。米国ペンシルバニア州出身。
ゲティスバーグ・カレッジ生物学学位、ペンシルバニア州立大学経
済学修士、コロンビア大学経営管理学エグゼクティブ・プログラム
修了。2002 年 1月 AIG 入社。2003 年末まで、AIG カンパニーズ日
本・韓国地域生命保険担当リージョナル・シニア・バイス･プレジ
デント兼 COOを務める。2004 年 1月 AIG カンパニーズ日本・韓国
地域社長兼 CEOに就任。2007 年 5月会長兼社長兼 CEOに就任。日
本および韓国の AIG グループ各社の業務を総括。

ドイツ証券株式会社　

取締役会長

橋本　徹

1934月11月生まれ。
1957年東京大学法学部を卒業し、富士銀行に入行。1986年取締役国際
審査部長、1987年常務、1990年副頭取を経て、1991年頭取に就任。
1996年会長（～02年3月）。2000年株式会社富士総合研究所理事長（～
2002年9月）。2003年7月ドイツ証券東京支店会長。2006年1月よりドイ
ツ証券株式会社取締役会長、経済人コー円卓会議日本委員会会長（現
職）。その他、日本経済調査協議会理事長、中小企業研究センター理事
長、国際会計基準委員会財団評議員（海外）を務めた。

中日本高速道路株式会社　

代表取締役会長　

1941 年 1月生まれ。
1963 年 3月東京大学法学部卒業を卒業し、株式会社東芝に入社。
1997 年、同社欧州総代表に就任。1998 年 1月東芝ヨーロッパ社社
長に就任（兼務）。1999 年 5月日本経営者団体連盟（現社団法人日
本経済団体連合会）理事となる。2000 年 5月常務理事に就任。
2002 年 5月社団法人日本経済団体連合会専務理事に就任。2006 年
5月同会専務理事を退任。2006 年 6月中日本高速道路株式会社代表
取締役会長に就任する。

矢野　弘典

住友スリーエム株式会社　

代表取締役副社長

金子　剛一
1943年6月生まれ。
1966年3月明治大学法学部卒業。1968年3月、明治大学大学院商学研
究科修士課程修了。1968年1月、住友スリーエム（株） 入社。1992年6月、
取締役財務本部長。2000年1月、取締役人事本部長。2001年3月、常務
取締役 人事・法務、コーポレートマーケティング・広報、情報システム、セ
キュリティ・オフィスアドミニストレーション及び官公庁ビジネス開発担
当。2003年3月、代表取締役副社長 人事・法務、コーポレートマーケティ
ング・広報、GBP推進、情報システム、eビジネス推進及びセキュリティ・オ
フィスアドミニストレーション担当。2006年3月、代表取締役副社長・人
事・総務・CM&PA担当。  

AIGイースト・アジア・ホールディングス・マネジメント株式会社
　　AIGカンパニーズ日本・韓国地域会長兼社長兼CEO

ロバート  W. クライド
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